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２０２１年、同窓会・同期会を振り返って 
 

上原 昇（2 組） 

 

令和３年はコロナで明けて、コロナで暮れる１年でした。 

新型コロナウイルスに翻弄されて足掛け３年になりますが、この間、我々の生活も激変

してしまいました。退職した者にとって、「不要不急の外出はするな」と言われること

は、家から出るなということに等しいので、その結果、行動半径は狭くなりました。 

親族や親しい友人、お世話になった人たちとも疎遠になる日常です。 

同窓会や同期会の活動も制約が多く、大勢が一堂に会するイベントは軒並み中止か延期

に、会議などはかろうじてリモートを組み込んだものになっています。 

同窓会の年中行事である新年会と総会も懇親会はやらず、講演会を中心に会場参加とリ

モート参加並行で行われました。これをハイブリッド方式と呼ぶそうです。 

筆者も今年は全て家に居ながらにして、Zoom を介して会議に臨みました。 

毎年開催していた同期の集まりも久しく行われていません。今年は、我々が高校卒業し

て５５年になる節目の年でしたが、上田での再会はなりませんでした。 

ＨＰアーカイブスでこの１年を振り返り、特に報告すべきことを記しておきます。 

 

１） 同期の主な活動 

・佐藤義雄君（１１組）が２０年６月に本を上梓 

 『文学の認知空間、近代日本文学と東京』（蒼丘書林刊） 

・市村到君（４組）が講演と新刊上梓 

 １０月２７日、丸子夏期大学で依田（芦田）氏について講演 

 新刊『外国語教授法と英語教育』（２１年１０月、信州教育出版社刊）を上梓 

・成澤文和君（４組）が１０月、さいたま市美術展覧会で作品（写真）入賞・展示 

 

２） 同期の訃報 

・山浦陽士君（８組、小諸出身、荒川区在住）が２０年１２月逝去 

・曲尾秀幸君（２組、上田市手塚出身、東京都在住）が２０年逝去 

・土屋（野口）実君（２組、坂城出身、嬬恋村在住）が２１年２月逝去 

・飯島周二君（１組、上田市中野在住）が２１年８月逝去 

 心からご冥福をお祈りいたします。 

 

３） クラス幹事の選出 

山浦陽士君の逝去に伴い、８組のクラス幹事に、高畑悟郎君と田口令子さんが 

選出されました。 

 

詳細については、６５期ＨＰをご覧ください。 

皆さんからも、ＨＰに近況報告やトピックスをお寄せいただければ幸いです。 

良いお年をお迎えください。 

（２０２１年１２月２８日記） 


